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国
公
立
病
院
に
お
け
る
労
働
基
準
法
違
反
が

新
聞
紙
上
等
で
報
道
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
違
反

内
容
は
、
労
使
協
定
を
締
結
し
な
い
法
定
労
働

時
間
を
超
え
る
労
働
や
時
間
外
等
の
割
増
賃
金

の
不
払
い
が
大
半
を
占
め
る

冥
１
、
※
色
。
「
給

与
が
高
額
で
あ
る
た
め
、
医
師
の
時
間
外
手
当

を
支
払

っ
た
ら
病
院
が
つ
ぶ
れ
る
」
と
の
意
見

も
あ
る
が
、
医
師
の
時
間
外

・
休
日

・
深
夜
の

割
増
賃
金
の
総
額
に
関
す
る
議
論
は
ほ
と
ん
ど

な
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
公
表
さ
れ
た
資

料
を
基
に
医
師
の
割
増
賃
金
の
総
額
に
つ
い
て

推
計
す
る
こ
と
に
し
た
。

ｌ
、
勤
務
医
の
平
均
時
給
は
４
８
５
１
円

２
０
０
９
年
賃
金
構
造
基
本
統
計
調
査

泉

こ

に
よ
れ
ば
、医
師

（男
女
計
）
の
所
定
内

（法

定
時
間
内
）
給
与
は
月
額
８０
万
５
２
０
０
円
、

所
定
内

（
法
定
時
間
内
）
実
労
働
時
間
数

１
６
６
時
間
と
あ
る
。
法
定
時
間
内
の
労
働
時

間
と
賃
金
か
ら
時
給
を
割
り
出
す
と
、
４
８
５
１

円
と
な
る
。

２
、
時
間
外

・
休
日

・
深
夜
労
働
に
対
す
る

割
増
賃
金
の
支
払
い
義
務

時
間
外
等
の
労
働
に
従
事
さ
せ
た
場
合
、
割
増

賃
金
の
支
払
い
義
務
が
使
用
者
に
生
じ
る
。
不
払

い
の
場
合
に
は
、
使
用
者
は
労
働
基
準
法
違
反
に

よ
り
、
６
カ
月
以
下
の
懲
役
ま
た
は
３０
万
円
以
下

の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
管
理
職
手

当
を
支
給
さ
れ
て
い
る
各
診
療
科
の
医
師
が

「管

理
監
督
者
」
に
相
当
す
る
わ
け
で
は
な
い
。

た
し
か
に
、
「
管
理
監
督
者
」
に
対
し
て
は
、

時
間
外

・
休
日
の
割
増
賃
金
の
支
払
い
義
務
は
な

い
。
し
か
し
、
「
管
理
職
」
と

「
管
理
監
督
者
」

と
で
は
定
義
が
異
な
る
。
「
医
師
は
管
理
職
だ
か

ら
、
時
間
外
等
の
手
当
の
支
給
は
不
要
だ
」
と
の

主
張
も
あ
る
が
、
多
く
の
場
合
、
「管
理
監
督
者
」

に
相
当
す
る
の
は
、
院
長

・
事
務
長
で
あ
る
。
１

例
で
は
あ
る
が
、
大
津
労
働
基
準
監
督
署
か
ら
是

正
勧
告
を
受
け
た
滋
賀
県
立
成
人
病
セ
ン
タ
ー
で

は
、

０８
年
５
月
３０
日
、
「病
院
長
を
除
く
部
長
職

以
上
の
医
師
に
つ
い
て
時
間
外

・
休
日
お
よ
び
深

夜
の
割
増
賃
金
を
０６
年
４
月
１
日
に
遡
及

（そ

き
ゅ
う
）
し
て
支
払
う
」
と
の
是
正
計
画
書
を
同

労
働
基
準
監
督
署
に
提
出
し
て
い
る
。

３
、
創
増
対
象
時
問
は
週
１
２
８
時
間

法
定
労
働
時
間
は
週
４０
時
間
、
週
７
日
は

１
６
８
時
間

（２４
時
間
×
７
日
）
で
あ
る
。
法
定

労
働
時
間
以
外
の
時
間
が
、
週
に
１
２
８
時
間
存

在
す
る
。
こ
の
時
間
帯
に
労
働
に
従
事
さ
せ
た
場

合
に
は
、
割
増
賃
金
の
支
払
い
義
務
が
生
じ
る
。

な
お
、
時
間
帯
に
よ
り
割
増
率
が
異
な
る
。
割

増
率
が
１

・
２５
倍
の
平
日
時
間
外
対
象
時
間
は
６２

時
間

（１
２
８
時
間
か
ら
休
日
割
り
増
し
、
平
日

深
夜
割
り
増
し
、
休
日
深
夜
割
り
増
し
の
対
象
時

間
を
差
し
引
い
た
分
）、
１
・
３５
倍
の
休
日
割
増

対
象
時
間
は
１７
時
間
、
１
・５
倍
の
平
日
深
夜
割

増
対
象
時
間
は
４２
時
間
、
１
・６
倍
の
休
日
深
夜

割
増
対
象
時
間
は
７
時
間
と
な
る
。

救
急
車
の
搬
送
は
、
深
夜
帯
が
少
な
く
、
午
前

中
が
多
い
要
と
。
し
た
が
っ
て
、
病
院
勤
務
に
お

い
て
も
深
夜
帯
の
頻
度
は
低
く
、
平
日
時
間
外
や

休
日
の
頻
度
が
高
い
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
公

表
さ
れ
て
い
る
病
院
勤
務
医
の
タ
イ
ム
ス
タ

デ
ィ
ー
で
は
、
時
間
外

・
休
日

・
深
夜
別
の
労
働

時
間
数
の
記
載
が
な
い
宴
こ
。
そ
こ
で
、
時
間
外
・

休
日

・
深
夜
に
働
く
頻
度
が
一
様
で
あ
る
と
仮
定

す
る
。
こ
の
条
件
で
は
、
賃
金
の
平
均
割
増
率
は

１

．
３６
倍

一（１
・
２５
倍
×
６２
時
間
＋
１
・５
倍
×

４２
時
間
＋
１
・
３５
倍
×
１７
時
間
＋
１
・６
倍
×
７

時
間
）
■
１
２
８
時
間
一
と
な
る
。

な
お
、
月
６０
時
間
以
上
の
時
間
外
労
働
で
は
、

割
増
率
が
１
・５
倍
に
上
昇
す
る
。
し
か
し
、
常

勤
勤
務
医
の
労
働
時
間
は
、
週
６３

・
３
時
間

（時

間
外

・
休
日

・
深
夜
労
働
時
間

一
月
９９
・
８
時
間
）

で
あ
る

東
こ
。
労
働
頻
度
が
時
間
外

・
休
日

・
深

夜
で

一
様
で
あ
れ
ば
、
月
９９
・
８
時
間
の
う
ち
、

平
日
時
間
外
に
お
け
る
労
働
時
間
数
は
４８

・
３
時

間

（９９

・
８
時
間
×
６２
時
間
■
１
２
８
時
間
）
と

な
る
。
し
た
が
っ
て
、
時
間
外
の
１
・５
倍
の
割

増
率
は
、
こ
の
推
計
に
は
用
い
て
い
な
い
①

４
、
常
勤
勤
務
医
に
対
す
る
割
増
賃
金

時
給
４
８
５
１
円
、
時
間
外

・
休
日

・
深
夜
の

平
均
割
増
率
１

・
３６
倍
、
週
６３

・
３
時
間

（時
間

外
等
辺
２３
・３
時
間
）
の
労
働
時
間

便
こ

の
場
合
、

１
人
の
医
師
に
支
給
す
べ
き
割
増
賃
金
は
、
年
間

８
０
１
・５
万
円

（４
８
５
１
円
×
１

・
３６
倍
×

２３

・
３
時
間
×
３
６
５
日
■
７
日
）
と
な
る
。

一
般
病
院

・
１
０
０
床
当
た
り
の
医
師
数
は

‐３

・
３
人

実
Ｏ

で
あ
る
の
で
、
１
０
０
床
当
た

り
の
年
間
の
医
師
に
対
す
る
割
増
賃
金
の
総
額

は
、
１
億
６
６
０
万
円

（８
０
１
・５
万
円
×
１３

・

３
人
）
と
な
る
。

ま
た
、
全
国
の
病
院
勤
務
医
の
数

（常
勤
換
算
）

は
、

・８
万
７
９
４
８
人
で
あ
る

要
Ｏ
。
し
た
が
っ

て
、
割
増
賃
金
の
総
額

（全
国
の
病
院
分
）
は
、

１
兆

５
０
６
５
億
円

（
８
０
１
・
５
万
円

×

‐８
万
７
９
４
８
人
）
と
推
計
さ
れ
る
。
病
院
に
お

け
る
国
民
医
療
費
は
１７
兆
３
１
０
２
億
円

寮
こ

で
あ
る
の
で
、
医
師
に
対
す
る
割
増
賃
金
は
そ
の

８
，７
％
に
相
当
す
る
。

５
、
医
師

へ
の
割
増
賃
金
と
病
院
経
営

一
方
、
医
師
の
法
定
労
働
時
間
に
お
け
る
給
与

は
年
間
１
０
５
６

・
２２
万
円

（所
定
内
給
与
８０

．

５２
万
円
／
月
×
１２
カ
月
＋
賞
与
そ
の
他
８９

。
９８
万

円
）
索
こ
、
全
国

（病
院
分
）
で
は
１
・
９８
兆
円

（
１
０
５
６

・
２２
万
円
×
常
勤
換
算
病
院
勤
務
医

師
数
１８
万
７
９
４
８
人

実
＆
）
と
推
計
さ
れ
る
。

０７
年
度
の
国
民
医
療
費

（病
院
分
）
は
１７

・
３
兆

円
で
あ
る
の
で

泉
こ
、
法
定
労
働
時
間
に
お
け
る

医
師
の
給
与
は
、
そ
の
■

・
４
％

（１

・
９８
兆
円

■
１７

・
３
兆
円
）
に
相
当
す
る
。
し
た
が

っ
て
、

割
増
賃
金
が
完
全
支
給
さ
れ
た
場
合
、
１
人
当
た

り
の
年
間
給
与
は
、
１
８
５
８
万
円

（１
０
５
６
万

円
十
８
０
２
万
円
）
に
増
加
し
、
国
民
医
療
費

（病

院
分
）
に
対
す
る
医
師
給
与
総
額

の
比
率
は
、

２０

，
１
％

（
■

・
４
％
＋
８
，
７
％
）
ま
で
上
昇

す
る
。

で
は
、
医
師
給
与
が
増
加
す
る
と
即
座
に
病
院

が
倒
産
す
る
だ
ろ
う
か
。
公
立
病
院
に
お
け
る
平

均
経
常
収
支
比
率

（経
常
収
益

■
経
常
支
出

×

１
０
０
）
は
９５

。
５
で
あ
る

実
こ
。
も
し
、
割
増

賃
金
が
支
給
さ
れ
て
お
ら
ず
、
支
出
が
最
高
の

９
・
１
％

（８
。７
％
×
１
０
０
■
９５

・
５
）
増
加

す
れ
ば
、
経
常
収
支
比
率
は
９５

・
５
か
ら
８７

・
５

（９５

・
５
■
１
０
９
・１
×
１
０
０
）
ま
で
下
が
る
。

支
出
が
収
益
を
１２

・
５
％
上
回
る
。
し
か
し
、
国

公
立
病
院
で
は
、
繰
入
金
等
に
よ
り
病
院
の
維
持

は
可
能
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
、
医
師
の
割
増
賃

金

（１
人
当
た
り
年
間
８
０
２
万
円
）
の
支
給
が

病
院
の
倒
産
に
直
結
す
る
こ
と
は
な
い
。

一
方
、
病
院
の
勤
務
医

（常
勤
換
算
）
１
人
当

た
り
の
国
民
医
療
費

（病
院
分
、

０７
年
度
）
は
、

約

９

２
０

０
万

円

（
１７

・
３
兆

円

算

こ

一

‐８
万
７
９
４
８
人

寮
Ｏ
）
で
あ
る
。
診
療
報
酬
の

根
拠
と
な
る
検
査
、
治
療
の
指
示
は
、
医
師
以
外

行
え
な
い
。
し
た
が
つ
て
、
勤
務
医
が
疲
弊
し
て

退

職

し

た

場

合

に
は
、

１
人

当

た

り

年

間

９
０
０
０
万
円
の
収
益
を
失
う
こ
と
に
な
る
。
割

増
賃
金
の
不
払
い
な
ど
医
師
の
人
件
費
に
無
頓
着

で
あ
る
病
院
は
、
時
間
外
等
の
割
増
賃
金
の
支
払

い
よ
り
も
、
医
師
の
退
職
に
よ
る
収
益
の
減
少
に

よ
り
倒
産
の
危
機
を
迎
え
る
危
険
性
が
高
い
と
思

わ
れ
る
。

６
、
ま
と
め

病
院
に
お
け
る
時
間
外

・
休
日

・
深
夜
の
割
増

賃
金
の
総
額
を
推
計
し
た
。
割
増
賃
金
は
、
病
院

勤
務
医
１
人
当
た
り
年
間
８
０
２
万
円
に
お
よ

ぶ
。
ま
た
、
公
立
病
院
の
経
常
収
支
を
基
に
医
師

の
割
増
賃
金
を
推
計
す

る
と
、
経
常
支
出

の

９
・１
％
に
相
当
す
る
。

割
増
賃
金
の
不
払
い
は
刑
事
罰
に
相
当
し
、
使

用
者
が
６
カ
月
以
下
の
懲
役
刑
を
受
け
る
可
能
性

も
あ
る
。
さ
ら
に
、
１
人
の
勤
務
医
が
渡
弊
し
て

退
職
す
れ
ば
、
病
院
は
年
間
約
９
０
０
０
万
円
の

収
益
を
失
う
こ
と
に
な
る
。

継
続
性
の
あ
る
医
療
を
提
供
す
る
に
は
、
法
律

に
準
拠
し
た
適
切
な
労
務
管
理
が
不
可
欠
で
あ

る
。
医
療
現
場
の
法
的
な
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
が

求
め
ら
れ
る
。
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